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洪水浸水想定区域図の変更について 

 

１．要旨 

広島県が 2021 年(令和 3 年)9 月に中小河川の浸水想定区域図を作成した際に、委託先の

計算プログラムに一部入力ミスがあったことにより、浸水面積及び浸水深が過大または過少

となっていたもの。 

 

 

２．本市の対象地域 

№ 地域 河川名 
浸水面積の

増減 

浸水深の増減(増減の最大) 

① 神辺町 竹田

たけだ

川

がわ

、狭間

はざま

川

がわ

、堂 々

どうどう

川

かわ

、深 水

ふかみず

川

がわ

 ▲0.70 ㎢ ﾗﾝｸ 4→ﾗﾝｸ 0 

② 加茂町 四

し

川

かわ

、百

もも

谷 川

たにがわ

 ▲0.22 ㎢ ﾗﾝｸ 8→ﾗﾝｸ 0 

③ 駅家町 本 永

ほんなが

谷 川

たにがわ

、小山

おやま

田川

だがわ

 0.14 ㎢ ﾗﾝｸ 0→ﾗﾝｸ 4 

 

【参考】浸水深区分 

広島県の浸水深区分 
 福山市水害ハザードマップの 

浸水深区分 

ﾗﾝｸ 8 20.0m 以上  - (該当なし) 

ﾗﾝｸ 7 10.0m 以上 20.0m 未満  - (該当なし) 

ﾗﾝｸ 6 5.0m 以上 10.0m 未満  紫色 5.0m 以上 

ﾗﾝｸ 5 3.0m 以上 5.0m 未満  桃色 3.0m 以上 5.0m 未満 

ﾗﾝｸ 4 1.0m 以上 3.0m 未満  
橙色 0.5m 以上 3.0m 未満 

ﾗﾝｸ 3 0.5m 以上 1.0m 未満  

ﾗﾝｸ 2 0.3m 以上 0.5m 未満  
緑色 0.5m 未満 

ﾗﾝｸ 1 0.3m 未満  

※福山市内で最大の浸水深は 5m 以上 10m 未満 

 

 

３．本市への影響 

・広島県において、6 月中旬に浸水想定区域の修正が確定する。 

→確定した内容を精査し、水害ハザードマップの修正が必要となる場合は、速やかに修正

し、広島県と連携して該当地域に説明を行う。 

資料１４ 



①芦田川水系竹田川、狭間川、堂々川、深水川
■Ⅰ 誤（令和3年9月22日公表）洪水リスクマップ【想定最大規模】

■Ⅱ 正（変更版のイメージ） ※25mメッシュで最大包絡しているため見え方が異なる場合があります。

計算対象区間（洪水予報区間及び
水位周知区間（一部区間外を含む））

計算対象区間
（洪水予報区間及び水位周知区間以外）

計算対象区間（洪水予報区間及び
水位周知区間（一部区間外を含む））

計算対象区間
（洪水予報区間及び水位周知区間以外）

氾濫解析に用いる流量を
一部過大評価していたため、
区域・浸水深が減少した。
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②芦田川水系谷尻川、四川、百谷川

■Ⅰ 誤（令和3年9月22日公表）洪水リスクマップ【想定最大規模】

■Ⅱ 正（変更版のイメージ）

凡 例
浸水した場合に想定される水深（ランク別）

20.0m以上の区域
10.0m以上20.0m未満の区域

5.0m以上10.0m未満の区域
3.0m以上 5.0m未満の区域
1.0m以上 3.0m未満の区域
0.5m以上 1.0m未満の区域
0.3m以上 0.5m未満の区域
0.3m未満の区域

洪水予報区間及び水位周知区間
の浸水想定区域

凡 例
浸水した場合に想定される水深（ランク別）

20.0m以上の区域
10.0m以上20.0m未満の区域

5.0m以上10.0m未満の区域
3.0m以上 5.0m未満の区域
1.0m以上 3.0m未満の区域
0.5m以上 1.0m未満の区域
0.3m以上 0.5m未満の区域
0.3m未満の区域

洪水予報区間及び水位周知区間
の浸水想定区域

※25mメッシュで最大包絡しているため見え方が異なる場合があります。

計算対象区間（洪水予報区間及び
水位周知区間（一部区間外を含む））

計算対象区間
（洪水予報区間及び水位周知区間以外）

計算対象区間（洪水予報区間及び
水位周知区間（一部区間外を含む））

計算対象区間
（洪水予報区間及び水位周知区間以外）

氾濫解析に用いる流量を
一部過大評価していたため、
主に区域・浸水深が減少した。
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③芦田川水系本永谷川、小山田川

■Ⅰ 誤（令和3年9月22日公表）洪水リスクマップ【想定最大規模】

■Ⅱ 正（変更版のイメージ） ※25mメッシュで最大包絡しているため見え方が異なる場合があります。

計算対象区間（洪水予報区間及び
水位周知区間（一部区間外を含む））

計算対象区間
（洪水予報区間及び水位周知区間以外）

計算対象区間（洪水予報区間及び
水位周知区間（一部区間外を含む））

計算対象区間
（洪水予報区間及び水位周知区間以外）

氾濫解析に用いる流量を
一部過小評価していたため、
主に区域・浸水深が増加した。
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